
発
行
元 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

原
五
郎 

編
集
協
力 

河
内
長
野
市
役
所
（
自
治
協
働
課
）
天
見
小
学
校
区
担
当
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー 

                   

平
成
２７
年
２
月
の
設
立
か
ら
、
住
民
が
力

を
合
わ
せ
て
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
。 

こ
の
た
び
、
当
会
は
、
教
育
委
員
会
が
主

催
す
る
「
ぐ
る
っ
と
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
２

０
１
７
」
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
め
た
。 

主
催
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
（
ふ
る
さ
と

文
化
財
課
）
で
は
、
10
数
年
前
か
ら
、
市
内

各
地
で
現
地
公
開
に
こ
だ
わ
る
同
名
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
流
谷
・
下
天
見
地

区
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
荘
園
と
し
て
平
安 

                   

時
代
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
棚
田
・
古
民
家
・

山
林
が
織
り
な
す
歴
史
的
景
観
が
今
も
残
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
会
場
に
選
ば
れ
た
。 

こ
の
地
区
の
貴
重
な
文
化
財
や
歴
史
的
景

観
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、
期
間
中

は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
と
聞
く
。 

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
に
、
地
元
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
れ
ぞ
れ
沿
道
で
何
か
を

売
っ
て
観
光
収
入
を
得
る
も
よ
し
、
住
民
み

ん
な
で
、
景
観
保
全
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
よ
う
で
は
な
い
か
。 

                

   

当
会
で
は
、
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

機
会
と
な
る
よ
う
、
左
記
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

同
時
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 

対
象 

住
民
・
天
見
小
児
童
・
保
護
者 

と
き 

11
月
11
日
（
土
）
※
午
後
か
ら 

15
時
30
分
～
17
時
30
分 

 

集
合 
天
見
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

行
程 
→
天
見
駅
→
下
天
見
セ
ン
タ
ー
→ 

蟹
井
神
社
→
八
幡
神
社
※
棚
田
イ 

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
合
流
予
定 

申
込 

天
見
地
区
の
各
自
治
会
の
役
員
へ 

各自治会の役員へ提出（天見小の児童・保護者のみ小学校へ）※締切１０月３１日（火）まで 

１１月１１日（土）ＰＭ ウォーキング申込書 

お名前  

お電話番号  

参加人数  

地
元
を
見
直
す
き
っ
か
け
に 

平成２９年１０月発行 天見地域まちづくり新聞「あまみの風」第７号 



   
と
き 
11
月
11
日
㈯
10
時
～
17
時 

 

12
日
㈰
10
時
～
15
時 

 

【
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】 

内
容 

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
抽
選
で 

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
。 

 

【
パ
ネ
ル
展
示
】 

内
容 

祭
礼
や
歴
史
的
景
観
に
つ
い
て 

場
所 

下
天
見
セ
ン
タ
ー 

 

【
風
景
を
切
り
取
ろ
う
！
】 

内
容 

フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
で
記
念
撮
影
。 

場
所 

流
谷
・
下
天
見
地
区
内
の
４
カ
所 

 

 

【
天
見
小
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
】 

内
容 

市
内
全
域
か
ら
入
学
可
能
。
児
童 

が
寸
劇
で
地
域
の
歴
史
を
紹
介
。 

と
き 

11
月
11
日
㈯ 

12
時
55
分
～
15
時
20
分 

場
所 

天
見
小
学
校 

 

 

【
棚
田
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】 

内
容 

あ
ぜ
道
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て 

大
学
生
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
も
。 

と
き 

11
月
11
日
㈯
17
時
～
19
時 

場
所 

八
幡
神
社
下
の
棚
田 

【
石
垣
修
復
体
験
】 

内
容 

伝
統
的
な
石
積
み
技
術
で
修
復
。 

と
き 

11
月
12
日
㈰
10
時
～
正
午 

場
所 

流
谷 

申
込 

11
月
５
日
～
電
話
で
左
記
へ 

 

【
八
幡
神
社
の
勧
請
縄
か
け
の 

「
縄
」
を
つ
く
ろ
う
！
】 

内
容 

縄
を
な
う
方
法
を
地
元
住
民 

か
ら
習
う
貴
重
な
体
験
。 

と
き 

11
月
12
日
㈰
13
時
～
15
時 

場
所 

八
幡
神
社 

 
11
月
12
日
【
石
垣
修
復
体
験
】
を
除
き
、 

事
前
申
込
不
要
、
当
日
直
接
会
場
へ
。 

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
ふ
る
さ
と
文
化 

財
課
（
電
話0

7
2

1
-
5

3
-
1

1
1

1

）
へ 

             

   

京
都
石
清
水
八
幡
宮
・
別
宮
八
幡
神
社
は
、

京
都
石
清
水
八
幡
宮
の
御
神
体
を
勧
請
し
、

こ
の
地
に
社
殿
を
造
営
し
た
こ
と
に
は
じ
ま

り
、
創
建
は
、
長
暦
３
年
（1

0
3

9

年
・
平

安
時
代
末
期
）
と
か
な
り
古
く
、
鎌
倉
時
代

に
は
、
社
殿
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
祭
神

は
、
応
神
天
皇
、
神
巧
皇
后
、
比
賣
大
神
。 

ま
た
、
湯
立
て
神
事
に
用
い
ら
れ
る
鉄
製

の
湯
釜
は
、
府
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
釜
に
刻
み
こ
ま
れ
た
文
字
に
よ
り
、
延

元
５
年
（1

3
4

0

年
・
室
町
時
代
初
期
）
に

つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。 

社
殿
左
奥
の
大
い
ち
ょ
う
は
、
樹
齢
４
０

０
年
と
も
７
０
０
年
と
も
い
わ
れ
、
府
の
天

然
記
念
物
と
な
っ
て
お
り
、
樹
高
30
ｍ
、
幹

周
り

5.5
ｍ
の
大
木
で
、
11
月
後
半
に
は
黄

金
色
に
染
め
上
が
る
。 

さ
ら
に
、
毎
年
１
月
に
は
、
氏
子
に
よ
り

社
殿
前
方
に
あ
る
大
杉
（
勧
請
杉
）
と
、
川

を
は
さ
ん
だ
柿
の
木
の
間
に
、
し
め
縄
が
か

け
ら
れ
、
長
く
保
た
れ
る
と
そ
の
年
は
豊
作

だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
現
在
の
拝
殿
、
社
務
所
は
、
平
成
13

年
（2

0
0

1
年
）
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。 

社
殿
手
前
の
右
手
に
は
、
幾
重
に
も
重
な

る
棚
田
が
あ
り
、
秋
に
は
金
色
の
稲
穂
が
垂

れ
下
が
る
。 

                     

流
谷
、
下
天
見
地
区
に
は
歴
史
文
化
遺
産

が
数
多
く
あ
り
、
市
の
歴
史
文
化
遺
産
保
存

活
用
地
区
に
も
な
っ
て
い
る
。 

  

新
聞
の
編
集
に
協
力
を 

記
事
を
書
け
る
人
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
で
き 

る
人
。
経
験
不
問
。
詳
細
は
メ
ー
ル
で 

terumici0822@gmail.com
 


